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１．ＫａｙａｐｈｏｒおよびＭｉｋａｗｈｉｔｅによる蛍光増白  
  蛍光増白剤は、染料やその他の着色剤とともに、繊維、製紙、および洗剤などの分野で広く使用されてい 
ます。 日本化薬の蛍光増白剤は、Ｋａｙａｐｈｏｒ，Ｍｉｋａｗｈｉｔｅの冠称の下に、繊維、紙、洗剤のすべての応用 
分野に使用されています。  
  Ｋａｙａｐｈｏｒは、主にセルロース繊維、動物性繊維、 紙、 パルプ、家庭用洗剤などに使用され、 一方 
Ｍｉｋａｗｈｉｔｅはポリエステルおよびアクリル繊維に主に適用されます。それぞれのグループは特徴ある銘柄 
から構成されていますので、使用の際は目的と用途に応じた蛍光増白剤を選択して下さい。  
 
２．ＫａｙａｐｈｏｒおよびＭｉｋａｗｈｉｔｅの繊維への応用  
    ２－１．セルロース繊維  
      多数のＫａｙａｐｈｏｒが、木綿、麻、ビスコースレーヨン、ベンベルグおよびポリノジックなどのセルロース 
    繊維用に推奨できます。これらＫａｙａｐｈｏｒは大部分がアニオン水溶性で、良好な堅牢度をもち優れた 
    増白効果を有しています。  セルロース繊維用Ｋａｙａｐｈｏｒは、セルロースに対する親和性の程度によっ 
    てＨ型（高親和性）、Ｍ型（中親和性）およびＬ型（低親和性）に分類されます。  
      Ｈ型のＫａｙａｐｈｏｒは特に浸染法（吸尽染法）に適します。浸染法では、ウインス、パッケージ染色機、 
    綛染機などによって、あらゆる形態の繊維を増白することができます。この場合、過酸化水素を併用する 
    ことによって、漂白と同時に増白処理を行なうことも可能です。  
      Ｌ型のＫａｙａｐｈｏｒは、パッド－ドライおよび樹脂加工併用法などのパディング法に推奨されます。このパ 
    ディング法は、織物の簡便な連続蛍光増白法として非常に有用な方法です。  
      Ｍ型のＫａｙａｐｈｏｒは、浸染およびパディング法のいずれにも使用できます。中親和性であるこ とが、広 
    い用途適性をもたらします。  
 
    セルロース繊維用KAYAPHORの諸性質と用途別適性をまとめると，次の様になります。 

 
    セルローズ繊維の一般染色法は，次の様にまとめられます。  
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Kayaphor 親和性  色相

用途適性

    特   徴 浸染 ﾊﾟｯﾄﾞ  樹脂
ﾄﾞﾗｲ    併用低温 高温

CR 200 M  RR  ○    ○     ○ 白度とﾋﾞﾙﾄﾞｱｯﾌﾟ性優れる

A conc H  R  ○    ○   低中温でﾋﾞﾙﾄﾞｱｯﾌﾟ優れる

HAS conc H  N  ○    ○  ○  浸染・ﾊﾟｯﾄﾞ汎用性あり

AS150, AS liq. H  N  ○    ○   浸染で最もﾎﾟﾋﾟｭﾗｰ

FBconc, FB liq. H  BB  ○    ○   親和性高く耐塩素優れる

3BS H  BBB  ○    ○    

PBS L  R    ○     ○  溶解度と耐酸性に優れる

SN, SN conc L  BBB  ○  ○     ○ 青味でﾎﾟﾋﾟｭﾗｰ

PAS liq. L  R    ○     ○ 低ｐＨ触媒に耐える

S liq. L  BBB  ○  ○     ○ 耐酸性にすぐれる

染色方法 処     方 染色濃度、時間 

浸 染

Kayaphor……0.1～0.5% owf. 
無水芒硝……0～10% owf.木綿､ﾍﾞﾝﾍﾞﾙｸﾞ 
            5～20% owf.ﾚｰﾖﾝ､ﾎﾟﾘﾉｼﾞｯｸ  
浴 比………5:1～50:1

木綿､ﾍﾞﾝﾍﾞﾙｸ 
20～80℃×30min 
ﾚｰﾖﾝ､ﾎﾟﾘﾉｼﾞｯｸ 
40～80℃×30min

ﾊﾟｯﾄﾞ-ﾄﾞﾗｲ

Kayaphor……0.5～4g/l 
助 剤………所要量 
絞り率………65～75% 木綿､ﾍﾞﾝﾍﾞﾙｸﾞ 
           80～90% ﾚｰﾖﾝ､ﾎﾟﾘﾉｼﾞｯｸ

乾燥温度 120℃以下

樹脂併用

Kayaphor……0.5～4g/l  
ﾍﾞｰｽ樹脂……所要量 
ｺﾝﾄﾛｰﾙ樹脂…所要量 
触 媒………所要量 
絞り率………65～75% 木綿 
           80～90% ﾍﾞﾝﾍﾞﾙｸﾞ､ﾚｰﾖﾝ､ﾎﾟﾘﾉｼﾞｯｸ

中間乾燥 120℃以下 
            ↓  
ﾍﾞｰｷﾝｸﾞ 150℃×3min. 
       │  
        180℃×1min.



 
    ２－２．ポリアミドおよび羊毛繊維  
      これらの繊維に対してはＫａｙａｐｈｏｒ ＡＳ １５０，ＷＮが奨められます。前者はアニオン性、後者はカチ 
    オン性です。これらのＫａｙａｐｈｏｒは中～高温の酸性浴でナイロンや羊毛に優れた増白効果を与えます。 
      Ｋａｙａｐｈｏｒ ＡＳ １５０は，還元剤を浴に併用すると、一層高い増白効果が得られます。ただし  
      Ｋａｙａｐｈｏｒ ＷＮの場合はこの還元剤の効果はありません。  
    実際に使用の際は、繊維の種類、増白物の要求品質および経済性の観点から、適当なＫａｙａｐｈｏｒを選 
    択使用して下さい。  
      ポリアミド及び羊毛繊維の一般染色法は次ぎの通りです。  

 
    ２－３．ポリエステルおよびアクリル繊維  
      ポリエステルならびにアクリル繊維は、Ｍｉｋａｗｈｉｔｅによって蛍光増白することができます。  Ｍｉｋａｗｈｉｔｅ 
    は優れた諸堅牢度をもち高い増白効果を有します。  
      ポリエステル繊維に対しては、Ｍｉｋａｗｈｉｔｅ ＡＴＮｃｏｎｃ，ＫＴＮ ｃｏｎｃ，ＫＴＮ ｈｉｇｈｌｙ ｃｏｎｃ，ＭＴＮ ｃｏｎｃ 
    が好適で、サーモゾル法、高温浸染法およびキャリヤー浸染法で使用できます。いずれの銘柄も優れた 
    耐光、昇華および洗濯堅牢度を示します。 Ｍｉｋａｗｈｉｔｅ ＫＴＮ ｃｏｎｃ，ＭｉｋａｗｈｉｔｅＫＴＮ ｈｉｇｈｌｙ ｃｏｎｃは 
    興味あるポリエステル用蛍光染料で，蛍光灯のような低紫外線強度の光源下では、他の蛍光染料より 
    も優れた白度感を与えます。  これは、増白物が蛍光灯照明のケースの中に陳列される場合に大きな特 
    長となります。  
     アクリル繊維に対しては、Ｍｉｋａｗｈｉｔｅ ＡＴＮ ｃｏｎｃとＡＣＲ ｌｉｑｕｉｄが奨められます。アクリル繊維の蛍 
    光増白の場合、Ｍｉｋａｗｈｉｔｅの浴に亜塩素酸ソーダを併用することをお奨めします。 亜塩素酸ソーダは 
    繊維を漂白すると同時に、Ｍｉｋａｗｈｉｔｅに対し増感作用を与えますので、アクリル繊維をこの方法によっ 
    て効果的、かつ経済的に増白することができます。 増白物は非常に優れた諸堅牢度（特に耐光、洗濯 
    堅牢度）を有しています。  
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染色方法 処     方 染色温度、時間

 浸 染

 Kayaphor AS 150……0.1～0.5% owf. 
  （ｱﾆｵﾝ性） 
 氷 酢 酸…………0.5～1.5% owf 
 還 元 剤…………所要量  
 浴   比…………5:1～50:1 

60～100℃×20
～40min.

 Kayaphor WN……… 0.2～0.8% owf.  
  （ｶﾁｵﾝ性）  
 浴   比……… 5:1～50:1  
 氷酢酸、還元剤不要

40～60℃×20
～40min.

 サーモゾル 
  （ﾅｲﾛﾝ)

 Kayaphor WN……… 2～6 g/l  
 助   剤 ……… 所要量 .  
 絞 り 率 ……… 50～70%

110℃×１～
3min

 パッドバッチ 
  （羊毛）

 Kayaphor WN……… 2～6 g/ 
 湿 潤 剤   ……… 0.5～2 g/l 
 絞 り 率    ……… 60～80% 

室温×1夜間



 
    一般染色法（ポリエステル）  

 
    ２－４．他種繊維  
      絹：  
        絹繊維は多くのＫａｙａｐｈｏｒによって木綿と同様に容易に増白することができます。  
      アセテートおよびトリアセテート繊維：  
        Ｋａｙａｐｈｏｒ ＷＮとポリエステル用のＭｉｋａｗｈｉｔｅが適用されます。  
        Ｋａｙａｐｈｏｒ ＷＮは優れた白度を与えます。Ｍｉｋａｗｈｉｔｅは増白性が劣りますが優れた耐光堅牢度 
        を与えます。  
      ポリビニールアルコール繊維：  
        木綿と同様の方法で、Ｋａｙａｐｈｏｒによって容易に増白できます。  
      混紡交織繊維：  
        混紡交織繊維の蛍光増白は実用面で非常に重要です。しかし、蛍光増白の場合は、有色染料によ 
        る染色にくらべ一般に容易です。 
 
３．Ｋａｙａｐｈｏｒ製紙分野への応用  
  製紙工業において、蛍光増白剤は重要な添加物の一つで満足な白度の製品を得るために不可欠のもの 
です。 多数のＫａｙａｐｈｏｒが製紙分野に適用できます。これらのＫａｙａｐｈｏｒは、種々の填料、サイズ剤およ 
びバインダーと優れた相容性を示す。例えば、下記の添加物との相容性は非常に良好です。  
 填料： チャイナクレイ、カオリン、サチンホワイト、タルカム、その他  
 サイズ剤、バインダー： カザイン、デンプン、酸化デンプン、デキストリン、カルボキシメチルセルローズ、 
                   アルギン酸ソーダ、合成樹脂、その他  
 紙の蛍光増白には、３種の方法、すなわち内添法、サイズ・プレス法およびピグメント・コート法がありま 
す。紙用のＫａｙａｐｈｏｒはこれらの方法に優れた適性を有し、良好な品質の優れた増白効果を与えます。  
 ビーター法に推奨できるＫａｙａｐｈｏｒは、針葉樹パルプおよび広葉樹パルプのいずれにも高度の吸尽性を 
示しますので、パルプへの定着性は極めて良好です。  
 サイズ・プレスおよびピグメント・コート法も重要な応用法です。しかし、これらの方法の場合、応用条件に 
よって結果の異なることがありますので、予備試験を行なうことが奨められます。  
 
４．Ｋａｙａｐｈｏｒの洗剤分野への応用  
 Ｋａｙａｐｈｏｒは、洗剤組成の中に用いられ、洗濯時にセルロース繊維の洗濯物を効果的に増白します。  
洗剤工業では、商品価値を高めるために洗剤に添加する蛍光増白剤にはさまざまな品質特性が要求され 
ます。すなわち、洗剤外観増白性の低温増白性などの特性が求められます。 洗剤適性の高いＫａｙａｐｈｏｒ 
はいずれもアニオン性の高濃度の蛍光染料です。  
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 繊  維  染 色 法 処   方  染色温度、時間 

 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ

 ｻｰﾓｿﾞﾙ

 Mikawhite…………… 3～30g/l 
 ﾏｲｸﾞﾚｰｼｮﾝ防止剤……0.5～1g/l 
 湿潤剤……………… 0.5～1g/l 
 絞り率……………… 50～70%

 中間乾燥  
 80～90℃×1～2min. 
       ↓ 
ｻｰﾓｿﾞﾙ 180℃×1min.～  
     200℃×15sec. 

 高温
 Mikawhite……………0.2～3owf.  
 ﾉﾆｵﾝ又ｱﾆｵﾝ活性剤… 0.5～1g/l
 浴 比……………… 10:1～50:1

 120～130℃×30～60min.

 ｷｬﾘﾔｰ

 Mikawhite……………0.2～3owf. 
 ﾉﾆｵﾝ又ｱﾆｵﾝ活性剤… 0.5g/l  
 ｷｬﾘﾔｰ(ｸﾛﾍﾞﾝ系)…… 5～10owf. 
 浴 比………………10:1～50:1 

 98～100℃×30～60min.  
 50～60℃ 

 ｱｸﾘﾙ
 浸染 
(塩素併用)

 Mikawhite……………0.2～2owf.  
 亜塩素酸ｿｰﾀﾞ……… 5～10%owf.
 二酸化塩素ｶﾞｽ  
 発生抑制剤………… 2～5%owf 
 硝酸ｿｰﾀﾞ…………… 1～2g/l 
 (ｽﾃﾝﾚｽ腐蝕防止剤) 
 氷酢酸又は蟻酸…… 2～5%owf.  
 浴 比……………… 10:1～50:1

 95～100℃×30～60min. 
 
 脱塩素処理 
 ﾁｵ硫酸ｿｰﾀﾞまたは 
 過酸化水素 5%owf. 
 
 60～70℃×10min. 



 
５．試験方法と表示方法  
  主要用途： 繊維、紙および／または洗剤。（ ）内に被染物の種類を示す。   
 物  性  ： 外観、イオン性、溶解度および光学特性などを示す。液状品の場合は比重と粘度を付記する。 
                Ｅｍａｘ極大吸収波長、（ ）内は溶媒。  
                 Ｆｍａｘ極大輻射波長、（ ）内は被染物。  
  溶 解 度 ： 紛状品の純水に対する溶解度（20、50および80℃）  
                (A) 降温法－90℃で完溶後所定の温度まで降温し、その温度で30分間放置したときに示す溶 
                                   解度 
                (B) 定温法－所定の温度で溶解し、30分間その温度で放置したときに示す溶解度。 
  染 色 性 ： 主対象被染物ごとに染色性の指標または最適染色条件を示す。重要な要因についてはグラフ 
                に図示する。 
                親和性 Ｈ：高    Ｍ：中    Ｌ：低  
                色 相  Ｒ：赤味 Ｎ：中庸 Ｂ：青味  
                記号の数はその色相の程度を表わす。  
  最低有効 ｐＨ ： 応用できる下限のｐＨ値。 
 漂白剤併用適性 ： 還元剤を染浴に併用した場合の増感効果の有無。 
 最高到達白度 ： 応用方法ごとに最高到達白度を与える染料染色濃度を示す。一般的な染料の使用量の 
                          限度。  
  紙適用性 ： 内添法、サイズプレス法およびピグメントコート法への適性を示す。 
 洗剤適用性 ： 洗剤外観増白性その他について示す。 
  堅 牢 度 ： 下記項目について定性的に ◎優、○良、△中、×劣の記号で表示。  
              耐光、洗濯、熱、酸、アルカリ、塩素、過酸化水素漂白併用性、塩素漂白併用性、還元剤漂白併 
               用性  
  その他 ： 他種繊維への応用やその他特記事項も必要に応じ注記。 
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